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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤の裏面に配設されて各種機能部材が取付けられる裏部材と、機能部材と前後の関
係で重なるように前記裏部材の裏側に配設され、制御基板を収納する略矩形箱状の基板ケ
ースと、この基板ケースの上下または左右に隣接して前記裏部材の裏側に配置した別の制
御基板とを備える遊技機において、
　前記裏部材は、前記遊技盤の裏面と離間して相対する裏板部と、この裏板部から後方へ
突出形成された設置部を備え、前記別の制御基板は、前記裏板部から離間した状態で設置
部に設置され、
　前記裏板部と別の制御基板との間に画成される空間部に前端部を配置したフック部材が
設けられ、
　前記フック部材は、
　前記前端部に前記空間部から延出するように設けられ、前記基板ケースと別の制御基板
との間を後方へ向けて延出するにつれて、別の制御基板側から基板ケース側に近接するよ
う斜めに延在すると共に該基板ケースに対して接離する方向に撓曲可能な本体部と、
　前記本体部の後端部に設けられ、前記基板ケースにおける別の制御基板側の裏面に対し
て係脱可能な係止片とを有し、
　前記基板ケースは、前記別の制御基板と反対側に突設した係合部を、前記裏部材におけ
る裏板部の裏側に設けた被係合部で保持したもとで、前記基板ケースにおける別の制御基
板側の裏面を前記フック部材の係止片で保持することで、裏部材に着脱自在に組付けられ
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るよう構成した
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記空間部は、前記裏部材の裏板部を凹ませて後方に開口するように形成した切欠空間
を有し、該裏部材と別体形成した前記フック部材の前端部を、該切欠空間に収容配置した
請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記本体部には、その延出方向に延在するリブが、別の制御基板に臨む面に突設され、
該リブにおいて、前記空間部から延出して空間部の後方に臨む中途部分に別の制御基板を
支持する載置部が設けられた請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技盤の裏面において制御基板を収納保持する基板ケースと別の制御基板
とが隣接配置された遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機の基本的な構成としては、外枠に組付けられた中枠に
、遊技盤、上球皿ユニット、打球発射装置を配設した下球皿ユニット、球送り装置、効果
音出力装置、各種の球処理部等を有する機構セット盤等の種々の構成部品が夫々設置され
ている。また、パチンコ機の裏側に、主制御基板、払出制御基板、音声制御基板、ランプ
制御基板、発射制御基板等の各種制御基板が配設されて、パチンコ機に配設される各種部
品を制御するようになっている。なお、主要な制御基板は透明な基板ケースに収容されて
、該基板の損傷や不正行為を容易に発見し得るよう構成される。
【０００３】
　ところで、パチンコ機は多数の構成部品から構成され、またスペースも限られているた
め、構成部品および基板ケースを効率的に配置する必要がある。そこで、所要の制御基板
を収納した基板ケースを、入賞検出装置や別の制御基板や裏樋部材等を収納した下部裏部
品収納部に重ねて配設する構成が提案されている(例えば、特許文献１参照)。特許文献１
の基板ケースは、パチンコ機裏側下部の下部裏部品収納部に設けたヒンジ受け部材に、基
板ケースの上辺部側に突設したヒンジ軸を枢支させて、ヒンジ軸とヒンジ受け部材とから
なるヒンジ機構で下部裏部品収納部の後面側に回動可能に取り付ける構成である。また、
基板ケースの下端部には、留付片部が突出形成され、この留付片部に対応して下部裏部品
収納部の下部に設けたボス部と留付片部とに留付部材を共通的に挿入して係合することで
、基板ケースが下部裏部品収納部に対し固定される。
【特許文献１】特開平１１－１７９０２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された基板ケースの取付構造は、基板ケースの上部左右に夫々ヒンジ
機構を設け、これに加えてボス部と留付片部との係合機構により固定するものであるから
、基板ケースの配設範囲外に、該基板ケースを保持するための機構が複数存在して基板ケ
ースの外形寸法が大きくなっている。そして、基板ケースの大型化や遊技盤の裏面に配設
される構成部品が増加する近年の傾向のもとでは、基板ケースの取付構造の更なる省スペ
ース化が求められている。
【０００５】
　また、基板ケースに隣接して別の制御基板が配設されることもあり、スペースを有効活
用するため、これらの間隔を狭くすることが望まれるが、他の構成部品との関係により、
基板ケースと別の制御基板との隙間に、基板ケースを保持するための機構を設けなければ
ならないことがある。このような場合、基板ケースと別の制御基板との隙間を最小限に抑
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えつつ、かつ基板ケースを着脱自在で適切に保持し得る基板ケースの取付構造が必要とさ
れる。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、遊技盤の裏側のスペースを有効に活用しつつ、
基板ケースを着脱自在に組付け可能な基板ケースの取付構造を備えた遊技機を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明の遊技機は
、
　遊技盤(10)の裏面に配設されて各種機能部材(70,S)が取付けられる裏部材(16)と、機能
部材(70,S)と前後の関係で重なるように前記裏部材(16)の裏側に配設され、制御基板(30)
を収納する略矩形箱状の基板ケース(32)と、この基板ケース(32)の上下または左右に隣接
して前記裏部材(16)の裏側に配置した別の制御基板(40)とを備える遊技機において、
　前記裏部材(16)は、前記遊技盤(10)の裏面と離間して相対する裏板部(19)と、この裏板
部(19)から後方へ突出形成された設置部(22)を備え、前記別の制御基板(40)は、前記裏板
部(19)から離間した状態で設置部(22)に設置され、
　前記裏板部(19)と別の制御基板(40)との間に画成される空間部(24)に前端部(52)を配置
したフック部材(50,62)が設けられ、
　前記フック部材(50,62)は、
　前記前端部(52)に前記空間部(24)から延出するように設けられ、前記基板ケース(32)と
別の制御基板(40)との間を後方へ向けて延出するにつれて、別の制御基板(40)側から基板
ケース(32)側に近接するよう斜めに延在すると共に該基板ケース(32)に対して接離する方
向に撓曲可能な本体部(54)と、
　前記本体部(54)の後端部に設けられ、前記基板ケース(32)における別の制御基板(40)側
の裏面に対して係脱可能な係止片(56,56)とを有し、
　前記基板ケース(32)は、前記別の制御基板(40)と反対側に突設した係合部(36)を、前記
裏部材(16)における裏板部(19)の裏側に設けた被係合部(26)で保持したもとで、前記基板
ケース(32)における別の制御基板(40)側の裏面を前記フック部材(50,62)の係止片(56,56)
で保持することで、裏部材(16)に着脱自在に組付けられるよう構成したことを特徴とする
。
　請求項１に係る発明によれば、フック部材で基板ケースにおける別の制御基板側の裏面
を保持するよう構成したから、基板ケースにおける別の制御基板側には外方に突出する被
係合部等を設ける必要がなく、基板ケースの外形寸法を小さくすることができる。また、
基板ケースにおける別の制御基板側は、フック部材で保持されるものであるから、基板ケ
ースの取付構造を簡略化し得る。更に、基板ケースにおける別の制御基板側の裏面を保持
するフック部材について、固定側である前端部を、裏部材の裏板部と別の制御基板との間
に画成される空間部に配設するように構成したから、基板ケースの裏板部と別の制御基板
との間に、フック部材の配設のためのスペースは必要とせず、両者の間隔を最小限とし得
る。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、請求項１記載の遊技機において、前記空間部(24)は、前記裏部
材(16)の裏板部(19)を凹ませて後方に開口するように形成した切欠空間(25)を有し、該裏
部材(16)と別体形成した前記フック部材(50,62)の前端部(52)を、該切欠空間(25)に収容
配置した。
　請求項２に係る発明によれば、フック部材を別体とすることで、裏部材の構成を簡略化
し得る。仮にフック部材が破損した場合であっても、裏部材全体を取替える必要はなく、
フック部材を取替えるだけで簡単に対処し得る。そして、裏部材の裏板部に形成した切欠
空間にフック部材の前端部を配置する構成であるから、前端部が切欠空間を画成する裏部
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材で強固に保持される。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２記載の遊技機において、前記本体部(54)には
、その延出方向に延在するリブ(60,64)が、別の制御基板(40)に臨む面に突設され、該リ
ブ(40)において、前記空間部(24)から延出して空間部(24)の後方に臨む中途部分に別の制
御基板(40)を支持する載置部が設けられた。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る遊技機によれば、基板ケースとこれに隣接する別の制御基板との間に、基
板ケースにおける別の制御基板側の裏面を保持するフック部材を延出させても、基板ケー
スと別の制御基板との間隔を最小限に抑えることができるから、遊技盤の裏面スペースを
効率よく利用し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照して以下に
説明する。なお、遊技盤は、組付けた状態で遊技者に臨む面を前側として、前後方向を指
称するものとする。
【実施例】
【００１２】
　図６は、実施例に係るパチンコ機(遊技機)の遊技盤１０を示す正面図であって、図１お
よび図２は、遊技盤１０の裏面図である。遊技盤１０には、その前面に取着した略円形状
に湾曲形成した案内レール１２により遊技領域１０ａが画成され、この遊技領域１０ａに
複数の入賞装置Ｃ１～Ｃ８が配設されている(図６参照)。一方、遊技盤１０の裏面(後面)
には、制御基板３０,４０や、後述のリンク機構７０および球検出手段Ｓ等の各種機能部
材の設置基体となると共に、入賞装置Ｃ１～Ｃ８に入賞した遊技球を案内する球通路１８
を遊技盤１０の裏面との間に形成する裏樋部材(裏部材)１６が配設されている(図１およ
び図２参照)。
【００１３】
　実施例の遊技盤１０は、遊技領域１０ａの略中央部に配置した第１入賞装置(センター
役物)Ｃ１と、第１入賞装置Ｃ１の両脇に離間配置した第２入賞装置Ｃ２,Ｃ２と、各第２
入賞装置Ｃ２の下方に配置した第３入賞装置Ｃ３と、第１入賞装置Ｃ１の下方に離間して
配置した第４入賞装置Ｃ４と、この第４入賞装置Ｃ４の下方に配置した第５入賞装置Ｃ５
と、この第５入賞装置Ｃ５の両脇に離間配置した第６入賞装置Ｃ６,Ｃ６とを備えている(
図６参照)。また、第１入賞装置Ｃ１の上方には、第１普通入賞装置Ｃ７が配設されると
共に、各第３入賞装置Ｃ３の下方には、第２普通入賞装置Ｃ８が夫々配設されている。遊
技領域１０ａの適宜位置には、風車とも称されて遊技球の流下方向を変更する案内車１３
や、遊技状態に応じて照射パターンが変更制御される電飾装置１４等の各種遊技部品が配
設される。そして、実施例の遊技盤１０では、遊技領域１０ａの略中央部に上下方向に並
んだ第１入賞装置Ｃ１、第４入賞装置Ｃ４、第５入賞装置Ｃ５および第１普通入賞装置Ｃ
７を挟んで、第２入賞装置Ｃ２、第３入賞装置Ｃ３、第６入賞装置Ｃ６、第２普通入賞装
置Ｃ８、案内車１３および電飾装置１４等の遊技部品が左右対称に配設されている。
【００１４】
　各入賞装置Ｃ１～Ｃ８は、遊技盤１０の本体をなすベニヤ板１１に開設した開口に挿通
して組付けられ、夫々の入賞口から遊技球を受入れて、この遊技球を内部画成した案内路
(図示せず)を介して遊技盤１０の裏側に導くように構成される。各入賞装置Ｃ１～Ｃ８の
案内路は、裏樋部材１６の球通路１８に夫々接続し、この球通路１８により入賞装置Ｃ１
～Ｃ８に入賞した遊技球が、後述するリンク機構７０や他の入賞装置Ｃ３,Ｃ４,Ｃ５に誘
導され、または排出されるようになっている。更に、入賞装置自体(実施例では第１およ
び第２普通入賞装置Ｃ７,Ｃ８)または入賞装置(実施例では第１～第６入賞装置Ｃ１～Ｃ
６)に対応的に接続する球通路１８には、球検出手段Ｓが設けられ、当該球検出手段Ｓに
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よる遊技球の通過検出に基づいて、後述する統括制御基板(制御基板)３０の制御下に所定
数の賞球が払出されるようになっている。
【００１５】
　前記第２～第６入賞装置Ｃ２,Ｃ３,Ｃ４,Ｃ５,Ｃ６は、遊技領域１０ａに臨んで所定の
動作可能に設けた羽根を有する所謂チューリップと呼ばれるものであって、この羽根の開
閉動作により入賞口の開放幅を拡縮可能に構成されている。遊技盤１０では、特定の入賞
装置Ｃ１,Ｃ２,Ｃ４についての遊技球の入賞により、対応する他の入賞装置Ｃ２,Ｃ３,Ｃ
４,Ｃ５の羽根を連動して開閉させることや入賞装置Ｃ２,Ｃ３,Ｃ４,Ｃ５,Ｃ６自体の羽
根を開閉させる所定の遊技動作を行なうよう構成される。ここで、遊技盤１０では、特定
の入賞装置Ｃ１,Ｃ２,Ｃ４と対応する入賞装置Ｃ２,Ｃ３,Ｃ４,Ｃ５との連動について、
モータやソレノイド等の電気部品を使用せず、遊技球の重量で作動する機械的な手段であ
るリンク機構７０または球通路１８を流下する遊技球を利用して構築されている。
【００１６】
　実施例では、遊技領域１０ａに打ち出された遊技球が、第１入賞装置Ｃ１において５つ
並んで設けられた入賞口のうち中央の入賞口１５ａに入賞すると、両リンク機構７０,７
０が作動して、これに連係して左右両方の第２入賞装置Ｃ２,Ｃ２の羽根を開放するよう
構成される。また、両リンク機構７０,７０を作動した遊技球は、球通路１８を流下する
過程で第４入賞装置Ｃ４を作動して、当該入賞装置Ｃ４の羽根が開放されるようになって
いる。一方、第１入賞装置Ｃ１における右側方の入賞口１５ｂに遊技球が入賞すると、右
側のリンク機構７０のみが作動して、これに連係して右側の第２入賞装置Ｃ２の羽根が開
放される。同様に、第１入賞装置Ｃ１における左側方の入賞口１５ｃに遊技球が入賞する
と、左側のリンク機構７０のみが作動して、これに連係して左側の第２入賞装置Ｃ２の羽
根が開放される。なお、第１入賞装置Ｃ１における中央の入賞口１５ａと左右側方の入賞
口１５ｂ,１５ｃとの間に位置する外れ入賞口１５ｄ,１５ｄに遊技球が入賞しても、他の
入賞装置Ｃ２～Ｃ６の羽根は開放することはない。また、第１入賞装置Ｃ１では、その上
部に設けた上部入賞口１５ｅに入賞した時点で賞球の払出しが行なわれ、上部入賞口１５
ｅを介して到来する中央の入賞口１５ａ,左右側方の入賞口１５ｂ,１５ｃおよび外れ入賞
口１５ｄ,１５ｄの何れに遊技球が入賞しても、賞球の払出しは行なわれない。
【００１７】
　開放状態に移行した第２または第４入賞装置Ｃ２,Ｃ４は、当該入賞装置Ｃ２,Ｃ４に遊
技球が入賞すると、入賞した入賞装置Ｃ２,Ｃ４の羽根が閉成されると共に、当該入賞装
置Ｃ２,Ｃ４の下方に対応的に配置された第３または第５入賞装置Ｃ３,Ｃ５のの羽根が開
放されるようになっている。そして、開放状態に移行した第３または第５入賞装置Ｃ３,
Ｃ５は、当該入賞装置Ｃ３,Ｃ５に遊技球が入賞すると、入賞した入賞装置Ｃ３,Ｃ５の羽
根が閉成される。これに対して、第６入賞装置Ｃ６は、他の入賞装置Ｃ１,Ｃ２,Ｃ３,Ｃ
４,Ｃ５とは連係しておらず、閉成状態において遊技球が入賞した時は、羽根を開放し、
開放状態において遊技球が入賞した時は、羽根が閉成される。そして、入賞装置Ｃ１～Ｃ
６への入賞に合わせて、球検出手段Ｓの球検出により所定の賞球が払出されると共に、電
飾装置１４,１４等による演出も行なわれるよう構成される。
【００１８】
　前記裏樋部材１６は、第１入賞装置Ｃ１の後側に相対する中央上部に開設した開口部１
７を備え、遊技盤１０の裏面において第１入賞装置Ｃ１以外の入賞装置Ｃ２～Ｃ８の配設
位置に対応する所要の領域を覆うように配設されている。また裏樋部材１６は、遊技盤１
０の裏面から遊技球１個分以上の間隔で離間して相対する裏板部(後面)１９と、この裏板
部１９から前方へ延出して、基本的に対となった壁部１８ａ,１８ａとを備え、遊技盤１
０の裏面と裏板部１９および対となった壁部１８ａ,１８ａから球通路１８が画成される
。更に、裏樋部材１６には、球検出手段Ｓが球通路１８の経路上にホルダで保持されて、
その検出部分を球通路１８に臨ませた状態で遊技盤１０の後側から組付けられている。な
お、裏樋部材１６および該裏樋部材１６に組付けられる制御基板３０,４０等の部材に関
連しての以後の説明では、遊技盤１０の裏面視(図１および図２)において上下左右方向を
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指称するものとする。
【００１９】
　前記裏樋部材１６の裏板部１９には、遊技領域１０ａに左右対称に設けた一対の第２入
賞装置Ｃ２,Ｃ２に対応して、第１入賞装置Ｃ１への遊技球の入賞に連動して第２入賞装
置Ｃ２,Ｃ２の羽根を開閉する一対のリンク機構７０,７０が配設されている。一対のリン
ク機構７０,７０は、裏樋部材１６における第１入賞装置Ｃ１の後側が臨む開口部１７を
囲うように配設したベース部材７２上に各構成部材が設置され、裏板部１９における開口
部１７の両側部および下側に延在している。そして、両リンク機構７０,７０は、ベース
部材７２に着脱可能に組付けられる箱状のカバー部材７４により覆われている。
【００２０】
　図３および図４に示すように、前記裏樋部材１６には、裏板部１９の後面における適宜
位置に各種装置の制御を行なう複数の制御基板３０,４０が配設される。実施例の遊技盤
１０では、裏樋部材１６の裏板部１９において、開口部１７の左側に配置したリンク機構
７０、対応する側の第２入賞装置Ｃ２に連通する球通路１８に設けた球検出手段Ｓ２およ
び第２入賞装置Ｃ２の下方に位置する第３入賞装置Ｃ３に連通する球通路１８に設けた球
検出手段Ｓ３の後側に位置して、統括制御基板３０を収納した基板ケース３２が配設され
る。なお、球検出手段Ｓを特に区別する場合は、対応する入賞装置の番号をＳの後に付す
(例えば、第２入賞装置Ｃ２に連通する球通路１８に設けた球検出手段はＳ２とする)。
【００２１】
　前記基板ケース３２は、板状の前半体３３と箱状の後半体３４とを組合わせて構成され
て、略矩形状の統括制御基板３０に合わせた略矩形状の箱状体であって、上下方向にその
長辺を延在させた状態で配設されている。また、基板ケース３２の後半体３４には、内部
に収納した統括制御基板３０に設けた複数の端子台に対応する位置に、開口部３４ａが夫
々開設され、当該開口部３４ａから後方に臨む各端子台に対し端子を夫々接続し得るよう
になっている。そして、基板ケース３２は、その下側(他側部)に突設した係合突部(係合
部)３６を裏樋部材１６の裏板部１９に後側に向けて突設した係合受部(被係合部)２６で
保持したもとで、上側(一側部)を、裏樋部材１６から後側に延出するように設けたフック
部材５０で保持して、裏板部１９から所要間隔離間した状態で着脱自在に配設される。な
お、基板ケース３２の上端部には、後半体３４におけるフック部材５０に対応する部位に
、後方へ突出する膨出部３４ｂが設けられる。
【００２２】
　前記基板ケース３２の上側(一側部側)には、裏板部１９に組付けたランプ制御基板(別
の基板)４０が、該基板ケース３２と所定間隔離間して配置されている。ランプ制御基板
４０は、遊技盤１０または図示しない前枠に設けられるＬＥＤ等の発光手段を制御するた
めのものであって、矩形形状の長辺を左右方向に水平に延在させた状態で、裏板部１９に
形成された設置部２２に配設される。ランプ制御基板４０の後面には、発光手段に接続す
るコネクタが連結される端子台４２が複数設けられ、例えば基板ケース３２側となる下側
にも左右方向に離間して３つの端子台４２が並んでいる(図１参照)。なお、裏板部１９に
おいて、設置部２２の前側には第１普通入賞装置Ｃ７に連通する球通路１８が右側に偏倚
した部位に設けられており、基板ケース３２とランプ制御基板４０との間から臨む部位に
は、当該球通路１８を流下する遊技球を検出する球検出手段Ｓ７が設置されると共に、ベ
ース部材７２の一部が延在している。
【００２３】
　前記ランプ制御基板４０は、裏板部１９の上部左側に形成した設置部２２に、裏板部１
９から離間した状態で設置され、該ランプ制御基板４０の前面に露出するプリント面(図
示せず)が裏板部１９に接触しないようになっている。設置部２２は、ランプ制御基板４
０の外周縁に対応した矩形状に連ねて裏板部１９から突出形成した壁部分を備え、その後
端でランプ制御基板４０の前面における外周縁を支持して、裏板部１９に接触しないよう
にされる。また設置部２２は、ランプ制御基板４０の左下角隅部に対応する位置に突設さ
れた略Ｌ字状の位置決め片２２ａと、ランプ制御基板４０における右側部の上下に離間し
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て開設された通孔(図示せず)に対応する位置に設けた一対のネジ孔２２ｂ,２２ｂとを備
えている(図２参照)。すなわち、ランプ制御基板４０は、その左下角隅部を位置決め片２
２ａにより位置決め保持すると共に、右側部を各通孔に夫々挿通したネジＮ,Ｎを設置部
２２における対応のネジ孔２２ｂ,２２ｂに螺合して、設置部２２に対し着脱可能に固定
されている。ここで、ランプ制御基板４０は、リンク機構７０,７０を覆うカバー部材７
４等を挟んで裏板部１９の後側に組付けられた基板ケース３２より前側に位置し、カバー
部材７４と略同一平面上に位置するように設定されている。なお設置部２２は、後述する
空間部２４からフック部材５０が後側へ延出する部位の壁部分が切欠かれている。
【００２４】
　前記ランプ制御基板４０の前側には、図４に示す如く、裏樋部材１６の裏板部１９との
間に空間部２４が画成されて、この空間部２４にフック部材５０の前端部５２が配置され
ている。より具体的には、空間部２４は、裏樋部材１６における裏板部１９を凹ませて後
方に開口するように形成した切欠空間２５を有し、裏樋部材１６と別体形成したフック部
材５０の前端部５２が、当該切欠空間２５に収納配置される。切欠空間２５は、前述した
設置部２２の前側に位置する球通路１８を避けて該設置部２２の下側略中央部分において
、裏樋部材１６で画成される有底の部分であって、フック部材５０における前端部５２に
合わせて、その凹設深さおよび平面形状が設定される。そして、切欠空間２５の底部中央
には、ボス部２５ａが裏樋部材１６に突設されて、このボス部２５ａにフック部材５０の
前端部５２をネジ固定するためのネジ孔２５ｂが螺設されている(図５参照)。
【００２５】
　図５に示すように、フック部材５０は、切欠空間２５に配置される前端部５２と、この
前端部５２から後方へ延出されて、基板ケース３２に対し接離する方向(実施例では上下
方向)に撓曲可能な板状の本体部５４と、この本体部５４の後端部に設けられて、基板ケ
ース３２の上側裏面に対して係脱可能な係止片５６,５６とを備え、例えば合成樹脂を材
料とする一体成形品である。前端部５２は、略矩形状に形成されたブロック体であって、
上方に開放するＵ字状の溝５２ａが前後方向に亘って開設されて、この溝５２ａの前後方
向中央に当該溝５２ａの形状に合わせて突出するネジ止め片５３が設けられている。そし
てフック部材５０は、前端部５２を切欠空間２５に収納すると、ボス部２５ａの後面にネ
ジ止め片５３が当接して、この状態においてネジＮをネジ孔２５ｂに螺合することで、ネ
ジ止め片５３がネジＮによりボス部２５ａとの間に挟持される。また前端部５２は、本体
部５４の撓曲方向である上下方向およびこの撓曲方向に直交する幅(左右)方向の寸法が、
本体部５４と比較して大きく設定されている。
【００２６】
　前記本体部５４は、その短辺が左右方向に沿って延在すると共に、長辺が延出方向であ
る前後方向に沿って延在する略矩形状に形成されて、前端部５２の後面下側に対して右側
に偏倚した状態でその短辺が一体的に接続されている。また本体部５４は、前述した設置
部２２の切欠部分を介して空間部２４から突出して、基板ケース３２とランプ制御基板４
０との間を後方へ向けて延出するにつれて、ランプ制御基板４０側から基板ケース３２側
に近接するよう斜めに延在するように形成されている。ここで、実施例の本体部５４は、
基板ケース３２側が凸となる湾曲形状に形成されている。
【００２７】
　前記係止片５６は、本体部５４の後端部における基板ケース３２に臨む面(下面)から突
出して、本体部５４の両側部に幅方向に離間して一対設けられている。これら一対の係止
片５６,５６は、本体部５４の撓曲により基板ケース３２の上部後面に係脱可能に相対す
ると共に、基板ケース３２の保持に際して、両係止片５６,５６の間に基板ケース３２の
膨出部３４ｂを挟むようになっている(図１参照)。また、各係止片５６は、本体部５４か
ら下方に離間するに従って、後端部側から前端部側へ傾斜する斜辺を有する側面視におい
て略直角三角形に形成されて、前面に臨む辺が基板ケース３２の後面に当接して、後方へ
の移動を規制するように構成される。本体部５４には、各係止片５６に連設して当接片５
７が夫々形成され、当該当接片５７の下面が基板ケース３２の上面に当接するようになっ
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ている。なお、実施例のフック部材５０には、本体部５４における後端部寄りの中途部分
において右側部から幅方向に突出した部位に、側面視において略直角三角形状の係止小片
５８が下方に突設されている。この係止小片５８は、係止片５６,５６による基板ケース
３２の後面の係止時に、基板ケース３２における前半体３３の後面を係止保持すると共に
、係止片５６との間に基板ケース３２の後半体３４を挟むよう構成される。
【００２８】
　前記本体部５４には、その延出方向に延在するリブ６０が、ランプ制御基板４０に臨む
面(上面)に突設されている。リブ６０は、本体部５４の幅方向に略中央に設けられ、前端
が前端部５２に接続して、後端に向かうにつれてその高さが低くなるように設定されてい
る。また、リブ６０において、空間部２４から延出して後方に臨む中途部分に階段状に段
差を形成して、水平に延在する載置部６０ａが設けられ、この載置部６０ａによりランプ
制御基板４０の下面を支持するよう構成されている。
【００２９】
　前記基板ケース３２の下側の保持構造は、基板ケース３２の下面右側に突設した係合突
部３６を、裏板部１９における左側下部に突出形成した係合受部２６により支持する構成
となっている。この係合受部２６は、上方に開放した皿形状であって、上方から係合突部
３６を挿入することで、左右および後側に突出する壁部分により係合突部３６の左右また
は後側への移動が規制されるよう構成される。
【００３０】
　前記基板ケース３２は、フック部材５０と、係合受部２６および係合突部３６の係合構
造とで裏樋部材１６に対して基本的に保持されるが、実施例の裏樋部材１６には、基板ケ
ース３２を補助的に位置決めまたは保持する補助部材が設けられている。実施例の補助部
材としては、裏板部１９から何れも突設されて、基板ケース３２の上部左側の前側を支持
すると共に上方への移動を規制する第１補助片２７と、基板ケース３２の左側の前側を支
持すると共に左側への移動を規制する第２補助片２８と、基板ケース３２の下部左側を前
側から支持する第３補助片２９とを備えている。
【００３１】
　　〔実施例の作用〕
　次に、実施例に係るパチンコ機の作用について説明する。基板ケース３２を裏樋部材１
６に取付ける際には、基板ケース３２の係合突部３６を係合受部２６に挿入した後、係合
受部２６で保持した基板ケース３２の下側を支点として後側から前側に回動することで、
その上側がフック部材５０の両係止片５６,５６に当接する。基板ケース３２を前側に押
し込むにつれて、フック部材５０の本体部５４は、両係止片５６,５６の斜辺に案内され
て上方に撓曲変位して両係止片５６,５６が上方に退避するので、基板ケース３２におけ
る上側の通過が許容される。そして、基板ケース３２の上側が当接片５７,５７に当接す
る位置に至って本体部５４が自身の弾力により元の姿勢に戻ると、両係止片５６,５６が
基板ケース３２の後側に位置して、基板ケース３２の後面を保持して後方への移動を規制
する。このとき、係止小片５８が基板ケース３２における前半体３３の後面に係止するこ
とで、基板ケース３２の確実な保持が図られる。ここで、フック部材５０は、一対の係止
片５６,５６で基板ケース３２の膨出部３４ｂを挟んで保持しているから、基板ケース３
２に上側は両係止片５６,５６により左右方向への移動も規制される。そして、基板ケー
ス３２は、裏樋部材１６の裏板部１９に突設されたフック部材５０および係合受部２６で
保持することで、裏板部１９に設置されたリンク機構７０や球検出手段Ｓ２,Ｓ３の後側
に重ねた状態で配置することができる。すなわち、遊技盤１０の裏面の限られたスペース
を有効に利用して、複数の制御基板３０,４０や各種部材７０,Ｓを配置することができる
。
【００３２】
　一方、基板ケース３２を裏樋部材１６から取外す際には、フック部材５０の本体部５４
を上方に変位させて、係合受部２６で保持した下側を支点として基板ケース３２の上側を
後方へ回動することで、簡単に取外すことができる。すなわち、基板ケース３２の取付け
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または取外しを、フック部材５０を撓曲させて係止片５６,５６を係脱するだけの簡単な
手作業で行なうことができ、工具を使用する必要はない。また、基板ケース３２を取外す
ことで、基板ケース３２の前側に配置されたリンク機構７０や球検出手段Ｓ２,Ｓ３等を
容易にメンテナンスすることが可能となる。このように、基板ケース３２は、下側の係合
突部３６を係合受部２６で保持したもとで、上側裏面をフック部材５０で保持して着脱自
在に組付けるよう構成したから、基板ケース３２の上側には外方に突出する被係合部等を
設ける必要がなく、基板ケース３２の外形寸法を小さくすることができる。しかも、基板
ケース３２の上側は、フック部材５０の係止片５６,５６で保持されるものであるから、
特段の係合部分を設ける必要はなく、基板ケース３２の取付構造を簡略化し得る。本体部
５４は、 基板ケース３２とランプ制御基板４０との間を後方へ向けて延出するにつれて
、ランプ制御基板４０側から基板ケース３２側に近接するよう斜めに延在するように形成
したから、ランプ制御基板４０の下部に設けた端子台４２に対する端子の抜差しに際して
、フック部材５０が邪魔となるのを回避し得る。
【００３３】
　ところで、裏樋部材１６の裏板部１９において、基板ケース３２とランプ制御基板４０
との隙間から臨む部位には、ベース部材７２および球検出手段Ｓ７が設置されているので
、当該部位から基板ケース３２の上側を保持するための部材を設けることはできない。実
施例では、基板ケース３２の上側を保持するフック部材５０の前端部５２を、基板ケース
３２に隣接配置したランプ制御基板４０の前側に画成される空間部２４に配置するよう構
成したから、基板ケース３２とランプ制御基板４０との間の裏板部１９に、フック部材５
０を配設するためのスペースは必要とせず、両者３２,４０の間隔を最小限とし得る。ま
た、空間部２４は、ランプ制御基板４０のプリント面を保護する都合上、裏板部１９との
間に画成される必要な空間を利用するものであるから、他の部材と干渉することはない。
【００３４】
　実施例では、別体であるフック部材５０の前端部５２を、空間部２４のうち裏板部１９
に凹設した切欠空間２５に配置する構成であるから、前端部５２が切欠空間２５を画成す
る裏樋部材１６に保持されて、強固に設置される。また、切欠空間２５も、裏樋部材にお
いて球通路１８を画成していないデッドスペースを利用するものであるから、他の部材と
干渉することはない。そして、フック部材５０を裏樋部材１６と別体とすることで、裏樋
部材１６の構成を簡略化し得ると共に、フック部材５０を適宜に交換することが可能とな
り、フック部材５０を交換することで異なる種類の基板ケースを該基板ケースの形状に合
わせたフック部材により保持することもでき、汎用化を図り得る。仮にフック部材５０が
破損した場合であっても、裏樋部材１６全体を取替える必要はなく、フック部材５０を取
替えるだけで簡単に対処し得る。
【００３５】
　前記フック部材５０は、前端部５２の上下方向および左右方向の寸法が、本体部５４の
の寸法と比較して大きく設定されているから、裏樋部材１６に対する設置強度を増すこと
ができると共に、フック部材５０全体の強度を増すことができる。また、フック部材５０
の本体部５４を湾曲形成することで、本体部５４を撓曲した際に、応力が本体部５４の特
定の部位に集中することなく、適度に分散し得る。すなわち、基板ケース３２の取付けま
たは取外し時に、本体部５４が破損することを回避し得る。更に、本体部５４には、リブ
６０が設けられて補強が図られて、フック部材５０による基板ケース３２の保持状態を確
実に維持し得る。しかも、リブ６０には、ランプ制御基板４０の下面に対応する位置に、
当該下面に合わせて水平に延在する載置部６０ａが設けられ、ランプ制御基板４０の位置
決めおよび確実な保持を補助している。
【００３６】
(変更例)
(１)実施例では、基板ケースとランプ制御基板とを上下の関係で配置する構成であるが、
これらを左右の関係で配置してもよい。
(２)実施例では、フック部材を裏樋部材と別体に形成し、このフック部材の前端部を空間
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部の切欠空間に配置する構成であるが、フック部材を空間部において裏樋部材の裏板部に
一体的に設ける構成も採用し得る。この際、切欠空間は必須ではなく、ランプ制御基板の
前面に相対する裏板部にフック部材の前端部を設ければよい。
(３)基板ケースの下側(他側部)は、基板ケースに突設した係合突部を係合受部で保持する
構成であるが、これらの凹凸関係は特に限定されず、例えば基板ケースに凹設した係合部
に、凸状の被係合部を係合する構成であってもよい。
【００３７】
(４)実施例のフック部材では、リブに階段状に段差を設けて、その水平部分を載置部とし
て利用する構成であるが、リブから突出して載置部を形成してもよい。図７に示すように
、変更例のフック部材６２において、リブ６４は該フック部材６２における上面(ランプ
制御基板４０に臨む面)に突設されて、前端部５２側から後端部側に向かうに従って突出
寸法が小さくなるように設定される。載置部６６は、側面視略Ｌ字形状の部位であって、
その屈曲部分がランプ制御基板４０の下面における前角部分に対応するように、リブ６４
の上側に一体的に設けられている。すなわち、変更例のリブ６４は、載置部６６をリブ６
４の上側に設けることで、実施例と異なり載置部６６を設けるための段差部分を設ける必
要はなく、当該リブ６４による補強効果を妨げることはない。なお、変更例の載置部とし
ては、Ｌ字形状に限定されるものでなく、リブ６４を機能を妨げない形状であれば、平板
形状またはその他の形状であってもよい。変更例において、実施例と同一の部材は実施例
と同一の符号を付し、説明を省略する。
【００３８】
(付記１)
　前記本体部(54)は、前記基板ケース(32)側を凸とする湾曲形状に形成されている請求項
１～３の何れかに記載の遊技機。
　付記１に係る発明によれば、フック部材の本体部を湾曲形成することで、本体部を撓曲
した際に、応力が本体部の特定の部位に集中することなく、適度に分散し得る。
【００３９】
(付記２)
　前記本体部(54)には、その延出方向に延在するリブ(60,64)が別の制御基板(40)に臨む
面に設けられると共に、該リブ(60,64)には前記別の制御基板(40)を支持する載置部(60a,
66)が形成されている請求項１,２,３または付記１の何れかに記載の遊技機。
　付記２に係る発明によれば、リブにより本体部を補強し得ると共に、リブに別の制御基
板を支持する載置部を設けてあるから、フック部材は別の制御基板を安定的に保持する部
材としても機能する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の好適な実施例に係る遊技機における遊技盤の裏面図であって、基板ケー
スを取付けた状態を示す。
【図２】実施例の遊技盤の裏面図であって、基板ケースを取外した状態を示す。
【図３】実施例の裏樋部材の側面図であって、基板ケースを取付けた状態を示す。
【図４】実施例の裏樋部材の側面図であって、基板ケースを取外した状態を示す。
【図５】実施例のフック部材を示す概略斜視図である。
【図６】実施例の遊技盤を示す正面図である。
【図７】変更例のフック部材を示す概略斜視図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１０ 遊技盤
　１６ 裏樋部材(裏部材)
　１９ 裏板部
　２２ 設置部
　２４ 空間部
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　２５ 切欠空間
　２６ 係合受部(被係合部)
　３０ 統括制御基板(制御基板)
　３２ 基板ケース
　３６ 係合突部(係合部)
　４０ ランプ制御基板(別の制御基板)
　５０ フック部材
　５２ 前端部
　５４ 本体部
　５６ 係止片
　６０,６４ リブ
　６２ フック部材 
　７０ リンク機構(機能部材)
　Ｓ 球検出手段(機能部材) 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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